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台中インテリア学会の方と 台湾トイレ協会の方と 呉先生の事務所ビル作品 マンション作品のロビーで沈理事長と 

日本トイレ協会ニュース 
201４年４月 10 日発行 

  

 

 

 

 

 

 

4 月から新年度になりました。そして来年は日本トイレ協会ができて 30 周年を迎えます。皆様のご努力

により我国のトイレ環境は大変素晴らしくなって参りました。今年は来年度に向けて記念事業の準備を立ち

上げていきたいと思います。どのような内容のものがよいか是非皆様からアイデアを頂き、事業に活かして

いきたいと思います。奮ってご提案下さるようお願いいたします。トイレの本をつくることや記念シンポジ

ウム、研究会、また国際交流を楽しくやっていこうと考えています。ご協力のほどお願い致します。 

国際交流といえば、私は昨年11月13日、全国トイレシンポジウムが終了して3日後に台湾に飛びました。

台中科技大学の“International Forum of LOCHAS space design / 楽活心空間設計論壇”（ LOCHAS：Life 

of Care Health and Sustainability、福祉やユニバーサルデザイン）の基調講演に招聘されたからで、昨

年 5月の日本トイレ協会総会に来日した台湾衛浴文化協会台中分会秘書長の李孟杰先生から依頼を受けて

いたものです。沢山の聴衆でした。講演の後にパネルディスカッション、多くの質問も受けました。当然ト

イレの話もしました。その夜は室内装修専業技術人員学会陳国輝理事長はじめ台中・台北のデザイナー15

～6 での会食、ユニークで楽しいデザインの店を 3店舗案内してもらい大変刺激的なひと時でした。大学の

近くのデパートのトイレの豪華さは、目を見張るほどです。翌日台湾衛浴文化協会 40 人程の台湾 TOTO の見

学会に合流し、台中と台北の中間にある台湾 TOTO の工場を見学。松尾真也総経理や松山浩副総経理／本部

長から大変親切なご案内を受けました。参加者全員でホテルでの昼食会に昨日の講義と同じでよいからと再

度の要請。鄭政利先生の奥様の林真如さんの名通訳で何の苦労もなく日本語で講義することが出来ました。

その夜はまたまた台湾衛浴文化協会のリーダーの方々との楽しい会食に与かりました。翌朝呉明修先生がホ

テルに来られ、ご自身の設計の名作をご案内下さり、午後には沈英標理事長の案内でご設計の作品の数々を

見て回りました。その中には台湾一デラックスで警護の厳しいマンションもありましたが、住人の姿が見え

ないので何故かとお聞きすると、「超お金持ちの住人の方々は、皆さん世界を駆け巡っていて、留守が多い

のだ」という説明を受け、成程と思いながら超豪華でも忙しくてゆっくり住めないお金持ちの生活とはどん

なものなのかと不思議な気持ちでした。台湾を訪れる度にご親切な接待に与かり心温まります。これからも

ますます国際交流を図っていきたいと思います。 
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新年度のご挨拶          日本トイレ協会 会長   高橋 志保彦 
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        トイレの情報誌「あさがお」発行 

 

 ~あなたの会社では全員でいいトイレに取組んでいますか？~ 

                  ネクスコ東日本 あさがお編集部     田中  薫        

                                                   

高速道路の建設・管理を行っているネクスコ東日本におけるトイレ専門のミニコミ誌発行の取組について

紹介をさせていただきます。 

とは言ってもこのミニコミ誌、社外への配信されていない物で、皆さまにご覧いただけないのが残念です。 

 

➲ トイレの情報誌「あさがお」の概要 

 

「あさがお」はネクスコ東日本 関東支社のトイレ好き有志が社内に向け、高速道路の SA・PA における

トイレ環境を改善し、お客様の満足度（CS)向上を目的として 会社の給料日に発行（社内メール掲示版に

掲載）しているミニコミ誌で、手弁当でやっているものです。 つまり会社公認の社内報では有りません。

ですから誌面作成は勤務中には行っていません。 

 

 

 

◆発行者 

ネクスコ東日本 関東支社でトイレ設備等に関連する業務を担当した者で、トイレをこよなく愛す

る任意の集団として「あさがお編集員 別名：便興会」を構成し、各自が輪番制で各号を執筆。 

◆発行目的 

高速道路のお客様からのご要望でトイレに関する事項は大変多く、トイレ設備に関わる者として CS

向上に貢献すべく「いいトイレ」作りへ全社的な取組みとなるよう質の良い「トイレ情報」を全社員

へ発信・共有を図り、コミュニケーションを構築するツールとしてミニコミ誌を発行するもの。 

◆発行間隔 

毎月１回（ネクスコの給料日に合わせ）発行 臨時増刊号もあり 

◆読者対象 

ネクスコ東の関東支社に勤務する社員全員                         

（現在、異動で「あさがお編集員」が他支社に進出し、対象は新潟支社・東北支社へも拡大） 

◆配信方法 

社内電子掲示板へ掲載 （発行日に全社員にお知らせメールを配信） 
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お客さまが望まれる（喜ばれる）「いいトイレ」を作り続けたい 

社員全員が共感・理解し、活動に 

参加する 

トイレの正しい情報 

（質の良い情報）を発信 

そのために 

そのために 

それが「 あさがお」 

  「あさがお」編集員（便興会）が考えた事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➲ トイレに関心がない大勢の社員 

さて、ネクスコ東日本は２００５年１０月に道路公団から分割・民営化された会社で、サービス向上のも

と、トイレにつても「トイレリフレッシュ計画」をスタートさせました。 しかし数少なかったトイレに見

識のある者も西・中・東と 3会社に分割され、その他大勢の社員は残念ながらトイレに関心が有りませんで

した。 

またトイレの新設・改修業務に携わっても、２～３年で異動となり、その業務から離れるとトイレへの関

心も薄れて行くのが常でした。 

 

➲ 6,000 名に戦いを挑んだ 4 名の有志 

 一握りの社員が手探り状態では「いいトイレ」はできません。何とかしなくては！ 2007 年 そう感じ

た 4名の社員が立ち上がりました。 

「いいトイレ」を作るには、一人でも多くの社員が「いいトイレ」に共感し、様々な形で参加して、全社

的に取り組む状況にしなければと思い立ったのです。そしてその手段として取ったのがトイレの正しい情

報・質のよい情報を全社員に提供して行く事でした。 

かくして 2007 年 12 月 4 名の有志で会社の業務としてでなく、自らの意思でトイレ情報誌「あさがお」

を関東支社グループ全社員約 6,000 人に向け無謀にも一方的に発信しました。 
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  高速道路の休憩施設（SA：ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ、PA:ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱ）は数多く点在し、便器の保有数的みるとネクス

コは日本有数の企業のように思います。しかしその担当者は一握り。 

当社の社員の職種は事務系社員と技術系社員に分類され、技術系社員の多くが土木系技術者で道路本体を

担当。トイレを担当する専門部署が有るわけでなく、技術系社員の中の建築技術者・機械技術者・電気技術

者・通信技術者・造園技術者と言った面々が、たまたまトイレの新設・改修工事を担当する機会に遭遇して

いるだけです。 
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➲ お客さまの声 

 

 「あさがお」を発行する少し前、ネクスコ東日本では 2007 年 3 月にお客様センターが開設され、電話

やメールでのお問い合わせ、ご意見・ご要望等一元的に受付け、その内容が整理されるようになりました 

開設後１５ヶ月で寄せられた関東支社管内のトイレに関する苦情・ご要望が 100 件近くあり、さらにトイ

レ清掃員等に直接苦情等言われた件数を調べたら 7,000 件に及んでいる事が判明しました。 

顕在化した苦情に対し、不満は有るが口にされない方の割り合いを９６%（※：ｼﾞｮﾝ･ｸﾞｯﾄﾏﾝの法則）とす

れば 7,000 人の意思表示の裏には 168,000 人の不満を抱えた方がおられると想定でき、トイレ年間利用者の

1 億 5千万人の方の 100 人に１人の方が、なにがしかのご不満・ご不便をおかけしているのではと思われま

した。 

 

              

 

  

 

 

 

 

出展：ネクスコ東日本 CSR レポートより 

 

 

 

 

 

H24 年度 SA・PA ： 

年間 4,500 件の 

ご意見･ご要望が 
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さて質の良い情報を提供しても、もともとトイレに関心ない社員が大半で、読んでもらえなければ意味が

有りません。 そこで「あさがお」では全社員が読んでくれるよう、人の心を引き付ける工夫として好奇心

を掻き立てるトイレ以外の情報でオブラートに包み込んで提供しています。 ですので一番伝えたい情報は

誌面の一番最後の方へ控え目に書いています。 

 

 

➲ 誌面構成 起承転結 

  「あさがお」の基本は A4 1 枚とし 起承転結の 4段構成で人の心を引き付けるストーリー性を持った

ドラマ仕立てとする事を心がけています 

 

起） タイトル横のイントロ部で今回のテーマを読者に宣言 

承） １話目：軽くプチネタを披露 しかし大きく好奇心を満たすことは避ける 

転） ２話目：視点を変え意表を突いた話題で一気に盛り上げる 

結） ３話目：ここでトイレネタを出し、まとめの部分として本題の話をまとめる 

 １、２話目のはトイレの話が頭に入り易いようにするためのいわば振り。 
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 ➲ 反響に勇気付けられ継続の力に 

 手弁当での毎月の発行は大変です。  創刊当初 毎月では大変で長続きしないので季刊誌とか隔月では

などの意見もありました。 しかし社員全員にトイレの共通認識を作ると言う目的達成のためにはコミュニ

ケーションを築きあげる事であり、そのコミュニケーションを築くには共通認識が出来るまで矢継ぎ早にし

つこくやって行く事が必要であろうとの認識から 毎月の給料日を貫く事としました。 給料日は「あさが

お」の日で定着を図った訳です。 

 またそんな毎月の作業の重圧を吹き飛ばしてくれたのが読者からの「面白い・ありがとう・感想等々」の

メールでした。 

 これらの反応に大変勇気付けられ、「今度はどんな記事にしようか」と執筆活動に一層熱が入るようにな

り、またメンバーも少しづづ増え、関東支社以外にも新潟・東北支社の人間も含め現在は女性技術者 2名を

含め 14 名（執筆担当は 12 名）となりました 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 今後もあさがおは高速道路のいいトイレ作りのため、正しい情報を社員に向け発信しつ付けて行きたいと

思います。最後に今年の 2月号を載せました。どうぞお楽しみください。 

 

 

➲ あさがおの成果 

 あさがおは 2007 年 12 月に創刊号を発

行して以来毎月（東日本大震災のあった

2011 年 3 月だけは休刊しました）発行し、

また臨時号も 3回発行で、2014 の 3 月で

７８号に達しました 

 この間 4 名でスタートした編集員（執筆者）も 12 名にまで増

え、発行箇所も関東支社だけでなく、新潟・東北支社へと広

がりを見せています。  

 

 「あさがお」が社員に楽しみを与える社内報として確立され

るにつれ、社員のいいトイレへの共感・活動が広まり、お客さ

まからのトイレに対するお褒めのご意見件数は発行直後の

2008 年（H20 年）から 2012 年（H24 年）では２３%ほど増え

います。 
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１  はじめに ～ 商業施設におけるトイレの位置づけ 

２  トイレ研究プロジェクト「ワンダフルクラブ＝ＷＣ」の発足と活動 

３  ラスカのトイレの改修 

   ３－１ ラスカ・トイレの始まり 平塚ラスカ 1,994 年のトイレ改装 

  ３－２ 改装のポイント   

４  改装後の諸問題と解決システムへの模索 

 ４－１ メンテナンス会議で議題となった事柄 

 ４－２ メンテナンス会議から分科会の設置 

 ４－３ メンテナンス会議が生かされたトイレ改装  

５  トイレアンケートの実施 

６  マーメイド・ポセイドンスタッフの誕生 

７  その他の取り組み トイレ巡回体制 

８  終りに 

 

1. はじめに～商業施設におけるﾄｲﾚの位置づけ～ 

 現在、多様化する消費者ﾆｰｽﾞや国際化の進展に伴い商業施設を取り巻く環境は著しく変化し競争が激化し

ている。そんな中、商業施設におけるﾄｲﾚは、従来の単なる「用を足す場」から「集客装置」として捉える

考え方も普及してきた。ﾄｲﾚは 現在、商業施設に対するｲﾒｰｼﾞを構成する重要な要素になっており、お客さ

まへのｻｰﾋﾞｽ向上を考える上では切っても切れない場所となっている。近年、「機能性(使いやすいさ)」「ﾃﾞ

ｻﾞｲﾝ性」「UD(ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ)」などを盛り込んだﾄｲﾚ改修が多くの商業施設で積極的に行われており、施設

の特徴を盛り込むところも数多い。更には、ﾒｰｶｰとﾀｲｱｯﾌﾟした有料ﾄｲﾚや会員制ｽﾍﾟｰｽ等、ﾄｲﾚをﾄｲﾚとして造

るだけに止まらず新形態も現れている程、目覚ましい発展を遂げている。一方、よい施設をつくってもそれ

をいかに改修時のまま維持するか、また、その施設における「ｿﾌﾄ面」のｻｰﾋﾞｽをいかに充実させるかは、継

続的な取り組みが重要となり、それこそが、真にお客さまに満足していただけるものとなるかどうかに大き

く影響を与えていると言える。 

当社、湘南ｽﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾙ㈱は愛称「ﾗｽｶ」のもと、湘南ｴﾘｱにある茅ヶ崎駅、平塚駅、小田原駅に隣接する駅

ﾋﾞﾙを運営、お客さまに「くらしてよかった湘南」と思っていただけるよう地域に貢献できるｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

（のちに｢SC｣）を目指し、さまざまな施策を行っている。当社を取り巻く環境も厳しさを増し、商圏ｴﾘｱへ

競合店の進出が相次いでいるが、1992 年よりｽﾀｰﾄしたﾄｲﾚに関する取り組みは、当社が進める他施設との差

別化施策のなかでも代表的なものだ。「ただ造って終わり」ではなく、ﾒﾝﾃﾅﾝｽにも力を入れ継続的に行うこ

とでお客さまへの快適空間の提供を行い、トイレが周辺の商業施設との圧倒的差別化の象徴としての役割を

果たして来た。当社のトイレ改革の担い手であるワンダフルクラブ=ＷＣは設立の理念を継承しながらメン

バーの世代交代を繰り返し二十数年間活動し続けている。今回このワンダフルクラブの軌跡を報告したいと

思う。 

ワンダフルクラブ＜ＷＣ＞２２年間の軌跡     湘南ステーシヨンビル㈱  田中 友里 
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2. ﾄｲﾚ研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「ﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞ＝ＷＣ」の発足と活動 

当社のﾄｲﾚに関する取り組みは「ﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞ＝Wonderful Club（WC）」というﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの発足に始まる。

ﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞの発足の背景に、1991 年 4 月、社内提案ﾁｰﾑ「CBF＝Conductor for Best Future＊1」の存在が 

あり、このﾁｰﾑの第1期～第2期生からもっとも多かった提案がﾄｲﾚの改善に関するものだったことがある。

そのため 1992 年 3 月、ﾄｲﾚ改善のための専門ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑを社内公募による 4名の女性社員により編成、1994

年 8 月の全館改装の際、ﾄｲﾚを目玉として取り上げることにしﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが始動した。これは当時の室賀社長

の提唱する「地域とともに歩む駅ﾋﾞﾙ」を目標に、他 SC との圧倒的差別化に着手することになったからだ。

（資料 1）また一方で女性社員の活躍の場を広げ、潜在する能力を開発し、発揮させることを通じて意識改

革を実現し、それをきっかけに会社の体質を改革したいと云う経営サイドの強い意志の背景があった。 

ﾗｽｶのお客さまの大半が女性のお客さまであることから、ﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞには、女性として使いやすく、清潔

でﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰが守られ、しかも華やかな雰囲気に包まれ心から安らぎを得るﾄｲﾚを目指した。まず、現状把握

からｽﾀｰﾄ。日本ﾄｲﾚ協会に加入し、全国ﾄｲﾚｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑをはじめ協会の諸行事に積極的に参加する一方で、関東

周辺のSCを中心とする公共ﾄｲﾚ約60箇所を5点法評価により採点しながら視察を続けた。当時のﾒﾝﾊﾞｰは「時

間があればﾄｲﾚを見て回った」と当時を振り返る。 

 ﾄｲﾚの評価は「SC 雰囲気」「個室照明」「洗面所照明」「設備全般」「設備設置位置」「紙質」「装飾

品」「清掃状況」の 8項目をﾁｪｯｸし、「ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄｸﾞﾗﾌ」に更にそれら諸項目毎にﾗｽｶとの対比を「棒ｸﾞﾗﾌ」

にまとめ、ﾗｽｶのﾄｲﾚのｲﾒｰｼﾞを膨らませていった。ちなみにﾗｽｶの評価は 2.4 点で評価したﾄｲﾚ全体の下から

3 分の 1 程度だったという。（資料 2）そこからﾗｽｶのﾄｲﾚの改善すべき事項は約 25 項目が挙げられた。（資

料 3） 

＊1 「CBF」…1991 年 4 月社内提案ﾁｰﾑ「CBF＝Conductor for Best Future」発足。CBF は「ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰがお客さまの立場でｼｮｯﾌﾟの立場でﾗｽｶに対し

建設的な提案を行う」ことを目的として編成された提案ﾁｰﾑ。ﾒﾝﾊﾞｰは社員（のちにｼｮｯﾌﾟ店長も参加）で、幹事には課長ｸﾗｽが任命され、提

案内容処理解決にあたる。活動は会議と視察で構成され、他施設の視察を通じﾗｽｶとの対比により提案を行い、会議に付議。討議過程を踏ま

え当社の最高意思決定機関に議題として提出される。（のちに各店ごとにﾁｰﾑ編成され、各店において実施。） 

  (資料１) 1992 年ワンダフルクラブ発足時のメモ、当時の室賀社長の考え方が含まれている
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（資料 3）初期の改善事項…現在では当たり前のことが実現されていなかったことがうかがわれる。 

 

（資料 2）ﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞによる視察より～ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄｸﾞﾗﾌ～ 

 

３ ﾗｽｶﾄｲﾚの改修 

3－1 ﾗｽｶﾄｲﾚの始まり…平塚ﾗｽｶ 1994 年ﾄｲﾚ改

修 

日本トイレ協会の紹介による設計事務所ｺﾞﾝﾄﾞﾗと

は何回か打合せを行う中から、設計事務所主宰の小

林純子代表のﾄｲﾚに対する強い思い入れ、特にｿﾌﾄ面

を重視する基本姿勢にﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞの描いているｲﾒｰ

ｼﾞが図らずも一致したこと、また、当時のゴンドラ

の代表作であった名古屋松坂屋南館、中部電力ｼｮｰﾙ

ｰﾑを視察し、ﾄｲﾚの基本機能をきちんとｸﾘｱしながら

快適空間が見事に実現されている作品をﾒﾝﾊﾞｰ自身

の目で確かめ、ﾄｲﾚ改修を依頼することとなった。そ

の過程でﾄｲﾚ改修の基本を①人に優しく誰でも楽し

く使いやすい ②ﾄｲﾚの数を追うよりも個室の広さ

とゆとりを求め ③今後のﾒﾝﾃﾅﾝｽと鮮度を保持する 

の 3点に絞り、設計を進めた。この設計過程では、

地域の身体障碍者介護団体者や直接の清掃担当者の

意見も十分に聴取し、それらの方々の意見を大胆に

取り入れた 11 カ所すべて異なるﾕﾆｰｸなﾄｲﾚ設   

                        計が出来上がり、予定通り施工された。          

 

 

3－2 1994 年平塚ﾗｽｶﾄｲﾚの改修ﾎﾟｲﾝﾄ 

この改装で 11 ヶ所のﾄｲﾚのうち、各階階段の踊り場に 5 ヶ所、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに隣接して 6 ヶ所設置した。ｴﾚﾍﾞ

ｰﾀｰ脇のﾄｲﾚは、それぞれ障碍者に対応したﾏﾙﾁﾄｲﾚを併設。このﾏﾙﾁﾄｲﾚは障碍者のみならず高齢者や子連れの

お客さま等誰でも使用できる目的で作られ、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ脇の配置は当時、画期的であった。また、それぞれの

ﾄｲﾚの機能やﾃﾞｻﾞｲﾝ等は、各階のﾄｲﾚ利用者の年代や数、大まかな男女比などをｼｮｯﾌﾟ配置計画や駅の改札、

1.空間が狭い 2.扉に高級感がない 3.華やかさに欠ける 4.ﾍﾟｰﾊﾟｰ屑が多い 5.洗浄把手が足元で困る 6.個室が暗すぎる 7.化

粧直しの際荷物を置く場所がない 8.壁と床のﾊﾞﾗﾝｽが良くない 9.ﾄｲﾚ内に緑が欲しい 10.和式の便器の形は全館統一すべきだ 

11.5F ﾚｽﾄﾗﾝ街の洗面所はすべて自動水洗に 12.個室ｲﾚが設置されている 19.個室前後の壁に隙間があり不安 20.鏡が取り付

けてあるだけで、横にいる人まで見えてしまう 21.ﾄｲﾚ内照の中に灰皿を 13.個室の色彩の工夫を 14.女性用ﾄｲﾚに男子子供用ﾄｲ

ﾚが欲しい 15.洋式ﾄｲﾚに便座ｼｰﾄが設置されているが消毒ﾃｨｯｼｭが便利 16.母子同時に収容できるｽﾍﾟｰｽの個室が欲しい 17.洗

面所ｼｬﾎﾞﾈｯﾄをもう少しお洒落なものに 18.紳士物売場横に女性専用ﾄ明が通路と同じ。ﾃﾞｻﾞｲﾝ的再考の余地あり 22．汚物入れが

大きすぎで圧迫感がある 23.等身大の鏡が欲しい 24.便器にひびが入っている 25.換気が悪くﾀﾊﾞｺとﾄｲﾚの臭気が混じり合い異臭

になっている 
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駐車場との連携から予想し、それぞれの場所に当てはめていった。これも、これまで当たり前だった同一面

積、同一ﾃﾞｻﾞｲﾝ、同一素材で造られるﾄｲﾚとは一線を画した。全体は全館のﾃﾞｻﾞｲﾝﾃｰﾏである「湘南の海」で

統一。（資料 4）。また、「ﾄｲﾚから発信する地域のお客さまを巻き込んだ施策」ということで、一般のお

客さまからﾄｲﾚﾈｰﾑを募集した。 

（資料 4） 

【設計ｺﾝｾﾌﾟﾄ】 

◎基本機能を充実させる⇒清潔で、安全で、適正な広さを持ち、使い易く、ﾒﾝﾃﾅﾝｽしやすいﾄｲﾚ 

◎全体のｺﾝｾﾌﾟﾄにﾄｲﾚも参加⇒階段全階で海をﾃﾞｻﾞｲﾝﾃｰﾏにﾊﾟｰｿﾅﾙな場づくり 

◎市民の行きつけのﾄｲﾚづくり⇒各階毎に付加価値をつけ、様々なﾀｲﾌﾟの快適ﾄｲﾚから選んでもらう 

◎洗練度の高い都会制をもったﾄｲﾚ⇒おしゃれなﾄｲﾚ 

◎誰に対しても優しい心配りのあるﾄｲﾚ⇒EV 横に誰もが使い易いﾏﾙﾁﾄｲﾚを配置 

◎ﾌﾛｱ毎の店舗に沿ったﾄｲﾚ⇒ﾌﾛｱ内容によって設備・仕上げ等のｸﾞﾚｰﾄﾞや内容を変える 

【設計の基本】 

便器数 これまで男女同じ広さ（面積の割り付け）だったが、来場者の約 7 割は女性という点を加味し女性

専用ﾄｲﾚの設置を行った。但し器具数は売場からの距離も考慮し男女比はほぼ 1：1 に。 

ﾌﾞｰｽの広さ 以前は 900 ㎜×1200 ㎜だったが、清掃できない箇所も多かったため、最低 900 ㎜×1400 ㎜、

最大 1450 ㎜×1600 ㎜とした。 

仕上げ材の選定 ﾄｲﾚ内の汚れの度合いをランク分けし、ﾄｲﾚの個性に合わせて選択。また実際に薬品を用いて耐

薬性を調べた上で選択した。汚れの温存である目地を少なくする工夫も施した。 

衛生機器の選択 衛生機器はﾒｰｶｰ 1 社に絞らず輸入品も含め 6～7 社のｶﾀﾛｸﾞから選定。清掃性を第一に考え、

洋便器には壁掛け式、抗菌性の便器を選択。 

ｻｲﾝ ﾄｲﾚ入口ｻｲﾝはﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ型立体ｻｲﾝとし、各階毎異なるﾃﾞｻﾞｲﾝで表現した。 

【実際のﾄｲﾚ】 

◎3.5F ｴﾙﾀﾞｰﾄｲﾚ「ﾏﾘﾝ倶楽部」 

 

ｴﾙﾀﾞｰﾄｲﾚはおしゃれと言えば若い女性が中心と考えられがちだが、中高年もおしゃれでいたいという声を拾いそのための場所の提供として

設計された。全体的には豪華客船を思わせるﾃﾞｻﾞｲﾝで落ち着いた雰囲気。ｴﾙﾀﾞｰ向けで設計されたが、女子高校生の利用が目立った。 

◎4.5F ﾌｧﾐﾘｰﾄｲﾚ「ちっちぱあく」 
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ﾄｲﾚﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議の様子。開催頻度は当初年 4 回、第 50 回

以降は年 3 回開催しており、2014 年 2 月までに計 67 回開

催している。 

ﾌｧﾐﾘｰﾄｲﾚは子供用ﾄｲﾚの他、おむつ替えや授乳ｺｰﾅｰを設置。また親子が休憩できるよう絵本を見ることが出来るﾍﾞﾝﾁを用意した。地域の

お子様のﾄｲﾚﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの場としても一役買い、ﾗｽｶにおけるﾌｧﾐﾘｰﾄｲﾚの考え方が定着した。設計当初は安全性を考慮しｵｰﾌﾟﾝにしたが、覗

きや不審者の侵入が問題になった。 

 

◎2.5F 会員制ﾊﾟｳﾀﾞｰﾙｰﾑ「ﾏｰﾒｲﾄﾞﾙｰﾑ」 

会員性ﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾅｰ 上顧客やﾗｽｶﾓﾆﾀｰに専用ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞを配布。お客さま心理「ちょっと特別感」をくすぐる場所として造られた。着替えｺ

ｰﾅｰや備品も充実。 

 

3. 改装後の諸問題と解決ｼｽﾃﾑへの模索 

1994 年 10 月、待望のﾗｽｶの全館ﾘﾆｭｰｱﾙが完成し、その中でもﾄｲﾚはﾏｽｺﾐを賑わせ、各方面から殺到する見

学者の応対に奔走した。しかしその反面、故意に汚される、壊される、物がなくなる、学生の溜まり場にな

る、ｼｮｯﾌﾟ従業員の使用方法の不慣れ等の問題が生じた。これらの解決と改装後のﾌﾚｯｼｭさを保持する方法に

ついて模索するための新たなｼｽﾃﾑづくりが課題となった。そこで改装の翌年である 1995 年 2 月、ﾄｲﾚﾒﾝﾃﾅﾝ

ｽ会議を設置。構成ﾒﾝﾊﾞｰは、ﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞｰの他、担当役員、清掃協力会社、設備管理担当者、ｼｮｯﾌﾟｽﾀｯ

ﾌの指導を担う営業部課長、そしてﾄｲﾚの産みの親である設計事務所ｺﾞﾝﾄﾞﾗ。合計 20 名程度で 3 ヶ月に 1回

昼食を共にしながら、直接ﾒﾝﾃﾅﾝｽに携わっているｽﾀｯﾌの日常直面している問題点やお客さま・ｼｮｯﾌﾟｽﾀｯﾌへ

の観察を通じ、ﾒﾝﾊﾞｰの意識を共通にすることを行った。 

この会議運営には事前に出席全員に配布されたﾚｼﾞｭﾒによって進められ、まず清掃担当者より毎日のﾒﾝﾃﾅ

ﾝｽ作業の実情と問題点が話され、これに対して、それぞれの立場からの対応と解決策が示される。設備改良

で投資を伴う事柄は、経営会議(社内最高意思決定機関)等で決裁、迅速な改善に努めた。 
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4－1 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議で議題となった事柄 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議からはﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ面と多岐に亘る問題点が報告され改善策が検討された。（資料 5）検討事項

の中では、当初より変わらず問題として認識しているものがある。例えば、ｼｮｯﾌﾟｽﾀｯﾌ・お客さまのﾏﾅｰの問

題や混雑の問題だ。これらの問題は 1994 年の改装当初から報告され、今尚、存在する。このような問題に

ﾗｽｶは巡回強化やｿﾌﾄ面でのｱﾌﾟﾛｰﾁによって改善を図ってきた。のちに触れるﾏｰﾒｲﾄﾞ・ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝｽﾀｯﾌはその大

切な役割を担っており、例えば、混雑しているﾄｲﾚでは、他の場所のご案内やお待ちいただく旨の一言を添

え、お客さまのｽﾄﾚｽの軽減を促している。またﾄｲﾚ内のｺﾞﾐ放置問題も、お客さまがｺﾞﾐをお持ちであれば積

極的にお声掛けし、放置される前に回収することを目指している。 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議を継続して開催するのは、非常に体力がいる。他から来た現場責任者の中には「なぜここまで

SC 側がするのか？」と聞かれたこともある。しかし、ﾄｲﾚに対し徹底的にこだわることで、初めて CS（顧客

満足）につながると考える。お買い物の雑踏の中で唯一ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ空間になるﾄｲﾚ…。誰もが行き、一日の中

で何度も行くﾄｲﾚ…。ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ両面で良い状況提供することで初めて気持ちよく使えるﾄｲﾚ…。様々なｱﾌﾟﾛ

ｰﾁがあるからこそ、ﾄｲﾚには力があり、顧客への心理的訴えが強いに違いない。 

（資料 5）議題に挙がった問題点（一部抜粋） 

 問題点 解決・改善内容 

建
築
に
関
し
て 

床の段差やｽﾛｰﾌﾟ 

わかりにくく転倒者や躓く方がいる 

段差は極力なくしｽﾛｰﾌﾟにする。またｽﾛｰﾌﾟであることも

わかりやすくするように、周辺ﾀｲﾙとの色分けやﾃﾞｻﾞｲﾝ

を変える等、安全性を一番に考える。 

  

機
器
に
関
し
て 

洋便器 

壁掛式洋便器は、清掃性は良いが横引き施工の

悪さから水圧が低い箇所ではつまりが発生し漏水

の原因になった。また異物によるつまりの対応が困

難。 

2000年壁掛式を取りやめ、床置き型にした。洗浄方法

も統一し、ﾀｯﾁｾﾝｻｰを主流にしている。 

石鹸水入れ 

自動石鹸水入れは不具合が多発。ｱﾝﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ石

鹸水入れは補充や加圧により石鹸水が漏れる事

象が発生。また使用方がわからず捻るお客さまが

いる。 

様々なﾀｲﾌﾟを使用したが、露出型石鹸水入れが、不具

合の発生もなく補充等の取扱いも簡単なため、積極的

に露出型を採用している。 

石鹸水入れ 

自動石鹸水入れは不具合が多発。ｱﾝﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ石

鹸水入れは補充や加圧により石鹸水が漏れる事

象が発生。また使用方がわからず捻るお客さまが

いる。 

様々なﾀｲﾌﾟを使用したが、露出型石鹸水入れが、不具

合の発生もなく補充等の取扱いも簡単なため、積極的

に露出型を採用している。 
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マ
ナ
ー
に
関
し

て ﾄｲﾚの汚物入れに医療用注射針が投機 

個室内の汚物入れに医療用注射針が投機される。 

これまで清掃員はｺﾞﾐを掴んで回収していたが、ﾄﾝｸﾞを

用い回収をすることに変更。またお客さまへの注意喚起

表記を行う他、発見された時のﾌﾛｰを整備した。 

 

4－2 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議から分科会の設置 

 2009 年 4 月、当社の組織変更に伴い、よりﾄｲﾚにおける問題解決の場として組織に対応した体制を強化す

るため、各店単位のﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議「ﾄｲﾚ分科会」が発足した。これは、平塚の単体営業から茅ヶ崎ﾗｽｶ、小田原

ﾗｽｶと 3 店になったことで当初の目的であった現場ｽﾀｯﾌの発言が難しくなったことと、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議という 1

つの会議体では当初の目的を補えなくなったからだ。分科会では現場ｽﾀｯﾌの声を聞くことを重点とし、ﾜﾝﾀﾞ

ﾌﾙｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞｰは事前にｱﾝｹｰﾄ等を実施し情報収集を図る。また開店前に清掃面と設備面の点検を行い、ﾌﾚｯｼｭ

さの持続を目指す。分科会では 1時間完結を目途として、参加者に負担なくまた密度の濃い会議運営を目指

している。分科会前にはﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞｰが清掃・設備の両面で徹底的にﾄｲﾚを見て回る。この結果を清掃・

設備それぞれの担当ｾｸｼｮﾝに報告し、会議前までに改善。改善が難しいもの、また現場ｽﾀｯﾌからの意見を中

心に会議では議論を行う。これにより、各店でのｽﾑｰｽﾞな問題解決が可能になっただけでなく、店長が直接、

現場ｽﾀｯﾌと意見交換が行えるようになった。一方、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議では 3店共通課題や情報共有すべき事柄等を

取扱い、2本立ての会議体により、取り組んでいる。 

 

4－3 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議が生かされたﾄｲﾚ改修 

2005 年、小田原駅に直結する小田原ﾗｽｶ開業に伴いﾄｲﾚ計画が始動した。小田原ﾗｽｶﾄｲﾚのﾎﾟｲﾝﾄは、何と言

ってもこれまでのﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議等のﾉｳﾊｳを生かすことだった。平塚で課題だった事柄をﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄで改善し、

更には「小田原らしさ」を打ち出すこと、そして駅ﾋﾞﾙの公共性の高い商業施設の点からﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝにす

ることを盛り込みﾄｲﾚを造った。例えば、平塚で長年問題とされてきた洗面周りの水はね問題に対し、洗面

器と洗面器の間にｴｱｰﾀｵﾙを設置した他、洗面器下に荷物台を置ける洗面台形状にすることで改善を図った。

また、ﾃﾞｻﾞｲﾝも各ﾌﾛｱ小田原を感じるﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝｾﾌﾟﾄを盛り込み、設計段階から現場ｽﾀｯﾌの意見も取り入れﾄｲ

ﾚは完成した。 

その後もﾄｲﾚ改修を行う際は、これまでのﾉｳﾊｳの反映を軸に置き、お客さまがほっとできる空間づくりを

目指している。また新設後も改善を惜しまない。例えば小田原店における授乳室の事象だ。2005 年小田原

開業時、授乳室は独立型の 1 ﾌﾞｰｽの設置だったが、その後、ﾄｲﾚｱﾝｹｰﾄ等から授乳室に関する要望が寄せられ

た。それを機に商圏の出生率を調査したところ、実際に赤ちゃんを持つ NEW ﾌｧﾐﾘｰ層が増えていることがわ

かった。そこでこれまで会員制ﾊﾟｳﾀﾞｰﾙｰﾑのあった場所を授乳室に改修。更に現場ｽﾀｯﾌからの意見を基に、

本来目的以外のお客さまの使用を減らすため、お子さま向けｽﾍﾟｰｽの演出を行い、改善を図った。 

 

【2005 年小田原ﾗｽｶ】 

平塚同様、様々なﾃﾞｻﾞｲﾝのﾄｲﾚを配置しお客さまにお気に入りのﾄｲﾚを選んで頂くことは踏襲。一方でﾒﾝﾃﾅﾝｽ性やﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝは格段

に向上させ、お客さまからの支持は高い。 
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（ﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾅｰから授乳室への転用） 

 

 

   
 

 

 

 

 

【2009 年茅ヶ崎ﾗｽｶ「C’s Room」】 

茅ヶ崎の浜辺を感じるﾄｲﾚを目指し、BGM には茅ヶ崎で録音した波の音、ﾌｧｻｰﾄﾞには茅ヶ崎の海岸風景を光壁にした。一方でｴｺﾛｼﾞｶﾙなﾄｲ

ﾚを目指し、外光の積極的な取り入れや人感ｾﾝｻｰ付照明、節水節電型洋便器を選定した。ﾗｽｶでは初めてｱﾛﾏﾌﾞｰｽを導入。好評を得てい

る。さらに長年の水はね問題には、囲いを造り、水はねを防止し、棚を一段高くすることで水はねの不快感を減少させることができた。但し、

ｺｽﾄとｽﾍﾟｰｽの問題により水平展開までは至っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

【2012 年平塚ﾗｽｶ】 

東日本大震災を踏まえ停電になっても使える器具の選定をし災害に強いﾄｲﾚを目指した他、ﾗｽｶでは初めてとなる商品ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲや会員制ﾊﾟ

ｳﾀﾞｰﾙｰﾑを活用したｲﾍﾞﾝﾄの開催等、販売促進を兼ねた空間提供を行った。 

  

 

５ トイレアンケートの実施 

 ﾗｽｶﾄｲﾚ改善活動のもう一つの柱になるのが、ﾄｲﾚｱﾝｹｰﾄだ。当初 11 月 10 日ﾄｲﾚの日に日本ﾄｲﾚ協会のｲﾍﾞﾝﾄ

の一環としてｽﾀｰﾄしたﾄｲﾚｱﾝｹｰﾄは、1994 年より 2013 年まで継続的に行ってきた。（2012、2013 年は実施形

態を変えたため下記には 2011 年までのﾃﾞｰﾀを記載する）お客さまから生のお声を聞く場、お客さまの満足

度を図るﾂｰﾙとしての役割を果たし、次年度ﾄｲﾚ活動計画に反映をしてきた。また、ｱﾝｹｰﾄが実施してきたこ

の間は、公共ﾄｲﾚの在り方が劇的に変わっていく時代背景に利用者行動のわかる貴重なﾃﾞｰﾀとなっている。

下記に一部を紹介する。 

 

 

改修前のﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾅｰ 
ベビーベッド2台に個室を2ﾌﾞｰｽ設置。しかし、椅子に高校

生が座る等、本来目的以外のお客さまの利用が問題にな

る。 

ﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞｰの提案でﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑであることを前

面に出し、本来目的以外のお客さまへ居辛さを推進

した。一定の効果が報告されている。 



17 

 

 5－1 ﾄｲﾚｱﾝｹｰﾄ結果 

① ﾗｽｶのﾄｲﾚの印象は？ 

⇒1994 年～2004 年までの 11 年間は、9割以上の方がﾗｽｶのﾄｲﾚに対し、「よい」印象となった。2005 年～2011 年の 

7 年間では、8 割の方が「よい」と回答した。「よい」印象が変動する原因としては、ﾄｲﾚの経年劣化、ﾌﾛｱﾘﾆｭｰｱﾙ

による工事期間が長き渡ることで、施設全般の印象が低下することなどが挙げられる。 

 

② あなたにとってﾄｲﾚはどんな場所ですか？ 

⇒1994 年～2012 年の 19 年間を通して、排泄目的の方が 5割を占め、残り 5割を身繕い目的と休息目的が二分する

傾向となっている。身繕い目的と休息目的の割合は、開催年によって変動がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ トｲﾚを目的に来店したことがありますか？ ■ ある □ ない 

⇒1997 年～2011 年にかけて、3割～4割の割合でﾄｲﾚが来店目的となっている。年代別の特徴としては、10 代～30 代の女性

が 5割を越える傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 外出先で洋式・和式ﾄｲﾚどちらを利用しますか？ 

⇒調査開始年の1994年は和式を利用される方が7割程度で、洋式より和式を好む方が多い傾向にあった。翌年1995

年～1997 年にかけては、洋式・和式の好みは二分する傾向となった。その後は洋式を好まれる方が 6割～7割に達
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している。更に 2005 年から 2011 年にかけては、和式・洋式どちらでもよいという方が、2割程度となり、近年で

は、服装や健康管理上使い分ける傾向がある。 

 

⑤ 外出先で温水洗浄便座を利用しますか？ 

⇒2006 年からの調査では、使うと回答された方は 2～3割という結果となった。自宅においても使う習慣がない方

が多く、その傾向がそのまま現れる傾向となっている。女性と比較すると男性のほうが、比較的利用率が高い傾向

にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ﾄｲﾚの気になる汚れﾗﾝｷﾝｸﾞ 

⇒1994 年～2006 年まで一貫して便器の汚れが 1位の回答となった。2007 年～2011 年にかけては、便器、洗面台、

洗面器、床の 4種が上位にﾗﾝｸｲﾝしており、開催年によって順位が異なる傾向となっている。 
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4. ﾏｰﾒｲﾄﾞ・ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝｽﾀｯﾌの誕生 

 ｿﾌﾄ面のｱﾌﾟﾛｰﾁの代表として、2000 年よりｽﾀｰﾄした魅せる清掃ｼｽﾃﾑ「ﾏｰﾒｲﾄﾞｽﾀｯﾌ」がある。誕生の背景に

は、ﾄｲﾚ改修やﾒﾝﾃﾅﾝｽに関する取り組みが進むにつれてﾊｰﾄﾞ的要件は改善されたもののｿﾌﾄ面であるｻｰﾋﾞｽが

不十分だったことやお客さまのｻｰﾋﾞｽに関する意識の向上がある。そこで、ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ両面でﾄｰﾀﾙｻｰﾋﾞｽを提

供しようと池袋ｻﾝｼｬｲﾝｼﾃｨのｸﾘｰﾝﾒｲﾄを参考に 2000 年ﾏｰﾒｲﾄﾞｽﾀｯﾌをｽﾀｰﾄさせた。ﾏｰﾒｲﾄﾞｽﾀｯﾌは清掃時以外に

も開店時のお客さまへのお出迎えやお客さまへのお声掛け、ご案内、ご誘導、お手荷物運び等のお手伝いを

行っている。その 3 年後、巡回巡視の強化を図るため男性によるﾎﾟｾｲﾄﾞﾝｽﾀｯﾌを立ち上げ。彼らの認知度も

年々高くなり、最近のﾄｲﾚｱﾝｹｰﾄでは 7割後半～8割のお客さまに認知されるようになった。 

彼らは質の高いｻｰﾋﾞｽを提供するために、清掃会社より清掃ﾉｳﾊｳを、そしてご案内に関してはﾗｽｶが直接、

指導を行っている。また積極的にﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議やﾄｲﾚ分科会の参加や改善提案も行うことで、ﾗｽｶへの帰属意識

も高めている。ただ何より彼らの原動力になっているのはお客さまからの「ありがとう」であり、お客さま

との感動ｴﾋﾟｿｰﾄﾞも多く生まれた。2004 年と 2007 年にそれらの感動ｴﾋﾟｿｰﾄﾞを中心に日頃の彼らを漫画化し

た「ﾏｰﾒｲﾄﾞ・ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝ物語」を発刊。現在は新人ｽﾀｯﾌへの教材としても活用している。 

課題としては、人の入れ替わりにより発生してしまうｻｰﾋﾞｽの質の変化だ。今後もきめの細かい指導によ

り、ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟを図る。 

  

ﾗｽｶによるﾏｰﾒｲﾄﾞ・ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝｽﾀｯﾌの研修風景。立ち居振る舞い等の接客の基本から接客ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ、ﾏｲﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ等を行う。 

 

5. その他の取り組み～ﾄｲﾚ巡視体制～ 

 上記の取り組み以外にも社員自らﾄｲﾚを巡回巡視し、異常の早期発見や清掃状況の確認を行ってきたこと

もﾗｽｶの特徴と言える。当初は CBF ﾒﾝﾊﾞｰ（前述）任期中に巡回担当箇所が割当てられ巡回を行っていた。そ

の後は案内担当者や営業部によって作業ｼﾌﾄにも組み込まれるなど、形は変えながらではあるが、継続し実

施してきた。その背景には、安心してご利用いただくためには、人の目が有効であることが言える。特に、

利用者のﾏﾅｰの問題やお客さまへの安心安全のﾄｲﾚの提供には効果的だ。また簡単な水はね等は社員自ら拭き

上げ清掃を行い、快適なﾄｲﾚ空間の提供を実施している。その他にもﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞｰはﾄｲﾚ分科会前に開店

前に設備と清掃両面で点検を行い、現場に丸投げしない手法を取り入れている。 

 

6. おわりに 

 今回、このように活動をまとめたが、ﾗｽｶがここまでたどり着くには紆余曲折しながら、また様々な人の

力によって継続することができている。正直なところ、これまでの過程には主旨・目的を見失い、手段が目

的化したこともあった。しかし、原点に立ち返り、『ﾗｽｶﾄｲﾚがお客さまにとって心から憩える空間であり、

且つ集客の一端を担うことができるようにするためには何が必要か』を考えると自ずと解決策が見えてきた

のも事実である。 また、話題性の魅力からﾊｰド的要件のみが先行しがちだが、常に上記の目的を達成する

ためにはｿﾌﾄ面の取り組み無くしては難しい。特に現場との共通認識を持つことは絶対条件だと思う。設計
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者の想いや施設側の想いを現場に伝え、また現場も現場の抱える悩みを伝え、相互に情報共有し改善へのｱ

ﾌﾟﾛｰﾁをすることで、初めてﾃﾞｻﾞｲﾝ・機能の高度化したﾄｲﾚを維持管理でき、その先におもてなしを伝えるﾄ

ｲﾚができるのだと思う。 

 今後ﾗｽｶでは、これまでの取り組みのﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟの他に「災害時のﾄｲﾚ対策」へ着手する。災害は避けて通

ることが出来ない問題であり、特に生理現象である衛生環境は重要だ。また当社のﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議から派生した

「全国ﾄｲﾚ連絡会議」も広がりを見せている。商業施設のﾄｲﾚへの取り組みとしては先駆者的存在である当社

だが、今後もさまざまなところへ目を向けﾗｽｶのﾄｲﾚからの発信はまだまだ続く。 

 

     
全国ﾄｲﾚ連絡会議の様子。この会議は商業施設間の競争激化に伴い、目覚しい発展を遂げている商業施設ﾄｲﾚに関して、商業施設の

ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾊﾟｰのみならず、設計会社、設備管理会社、清掃会社、ﾒｰｶｰ等が集い、新しいﾄｲﾚのｶﾀﾁ、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、技術的なﾃﾞｰﾀ研究、最新の

開発・ﾘﾆｭｰｱﾙ事例発表など、問題解決への糸口となる勉強会であり、毎年、開催している。昨年の第 9 回の東京大会では 64 社から約

260 名が参加し、過去最大の規模となった。 

以上 

 

筆者：田中友里（湘南ｽﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾙ株式会社 CS 推進部 課長代理） 

2004 年湘南ｽﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾙ㈱、入社。2008 年 2 月からﾜﾝﾀﾞﾌﾙｸﾗﾌﾞのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰに就任し、2009 年茅ヶ崎ﾗｽｶ「C’s Room」の改

修に携わる。またﾏｰﾒｲﾄﾞ・ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝｽﾀｯﾌの研修の他、全国ﾄｲﾚ連絡会議事務局を担当。育児休暇後の 2012 年 4 月からは、ﾜﾝﾀﾞﾌﾙ

ｸﾗﾌﾞの業務（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ業務）の移管先である CS 推進部に所属、引き続きﾄｲﾚの取り組みに携わっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

      

2014 年度 日本トイレ協会 総会のお知らせ 

                                  開催日 平成 26 年 5 月 24 日(土)  

★  時間 13:30 ～ 総会   14:40 ～ 講演会   17:00 ～ 交流会(会費制)  19:00～解散 

★ 会場 ㈱ レンタルのニッケン BF 会議室  千代田区永田町 2-14-2 山王グランドビル 地下鉄「赤坂見附」下車 3 分  

★ 講演会  講師  道吉 剛氏(デザイナー)  

   

  詳細は追って 5 月発送の「総会のご案内」及び「総会資料」にてお知らせいたします。 

日 本 ト イ レ 協 会      〒112-0003 

 JAPAN TOILET ASSOCIATION              東京都文京区春日 1-5-3 春日タウンホーム 1F-A 号室    

URL : http://www.toilet-kyoukai.jp         Tel/Fax  03-5844-6123 

                                                  E-mail :  jta-jimukyoku@toilet-kyoukai.jp  


